
小渕さん

社
内
セ
ミ
で
製
品
習
熟

シオダ

塩田　社長

　
歯
科
・
医
療
器
具
の
Ｏ

Ｅ
Ｍ

相
手
先
ブ
ラ
ン

ド

供
給
の
ほ
か
、
販
売

子
会
社
の
タ
ス
ク

東
京

都
北
区

で
ブ
ラ
ン
ド
製

品
を
展
開
し
て
い
る
。
塩

田
信
吾
社
長
は
「
コ
ン
セ

ン
ト
を
使
わ
な
い
器
具
の

設
計
製
造
が
得
意
。
営
業

担
当
者
が
歯
科
医
ら
か
ら

集
め
て
き
た
ア
イ
デ
ア
を

具
現
化
で
き
る
」
と
胸
を

張
る
。

　
医
療
機
器
の
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
３
４
８
５
」
を
取
得
。

栃
木
県
内
に
３
工
場
を
置

い
て
い
る
ほ
か
、
２
０
０

１
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ

ブ
島
に
工
場
を
建
設
し

た
。
主
力
製
品
で
あ
る
鉗か

ん

子
な
ど
に
生
産
の
軸
足
を

し移
し
つ
つ
あ
り
、
「
日
本

人
が
管
理
し
、
品
質
を
確

保
し
て
い
る
」
。

　
ま
た
歯
並
び
や
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
歯
科
医
院
か

ら
講
師
を
招
き
、
同
社
製

の
歯
科
矯
正
器
具
で
社
内

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
い

る
。
「
ど
の
よ
う
に
製
品

が
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
が
、
社
員
の
意

欲
向
上
に
も
つ
な
が
る
」

と
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

　

▽
社
長

塩
田
信
吾
氏
▽

所
在
地

栃
木
県
那
須
烏

山
市
東
原

、
０
２
８
７

・
８
８
・
２
２
８
８
▽
資

本
金

１
０
０
０
万
円
▽

売
上
高

約
６
億
円

年

月
期

▽
従
業
員

人
▽
設
立

年

昭

月

手
術
部
門
の
業
務
効
率
化

ドゥウェル

患者情報システム「オルシス」

急性期病院など約
施設が導入

　
ド
ゥ
ウ
ェ
ル

東
京
都
千
代

田
区
、
中
谷
純
士
社
長
、
０
３

・
３
５
１
８
・
９
１
４
６

が

開
発
し
た
手
術
部
門
向
け
患
者

情
報
シ
ス
テ
ム
「
オ
ル
シ
ス
」

の
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
手

術
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
麻
酔

・
人
工
心
肺
記
録
な
ど
を
一
括

管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
急

性
期
病
院
を
中
心
に
約
１
６
０

施
設
が
導
入
。
現
在
医
療
機
関

は
デ
ー
タ
連
携
や
診
療
プ
ロ
セ

ス
改
善
を
進
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
需
要
は
堅
調
に
伸

び
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
今

後
２
年
間
で
導
入
先
が
２
５
０

施
設
に
拡
大
す
る
見
込
み
だ
。

　
ド
ゥ
ウ
ェ
ル
は
北
海
道
大
学

病
院
と
連
携
し
、
オ
ル
シ
ス
を

実
用
化
。
医
療
機
器
大
手
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
ジ
ャ
パ
ン
が
全
国
販
売
を
手

が
け
る
。
オ
ル
シ
ス
は
「
業
界

初
の
手
術
部
門
向
け
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
」
中
谷
社
長
。
生
体

情
報
管
理
の
ほ
か
、
医
事
請
求

材
料
管
理
な
ど
に
も
対
応
し
、

手
術
部
門
の
業
務
全
体
を
効
率

化
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。
同
シ

ス
テ
ム
の
簡
易
版
「
ア
リ

ス
」
、
病
院
内
の
デ
ー
タ
を
保

管
し
各
種
分
析
を
可
能
に
し
た

デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
ヴ
ィ

プ
ロ
ス
」
な
ど
も
提
供
す
る
。

　
２
０
１
３
年

月
期
の
売
上

高
は

億
５
０
０
０
万
円
、
今

期
は
約

億
円
を
見
込
む
。
ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
連
は
７
割
を
占
め

る
ま
で
に
成
長
し
た
。
「
単
な

る
ア
プ
リ
メ
ー
カ
ー
で
は
な

く
、
製
品
企
画
か
ら
開
発
、
シ

ス
テ
ム
構
築
ま
で
を
手
が
け
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ェ
ア
と
ユ
ー
ザ

ー
評
価
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目

指
す

同

と
今
後
も
シ
ス
テ

ム
事
業
に
力
を
注
ぐ
。

随
時
掲
載

　
サ
ン
バ
イ
オ

東
京
都
中
央
区
、
森
敬
太
社
長
、
０

３
・
６
２
６
４
・
３
４
８
１

は
、
慢
性
期
脳
梗
塞
の

治
療
薬
と
し
て
開
発
中
の
細
胞
医
薬
品
「
Ｓ
Ｂ
６
２

３
」
に
つ
い
て
、
外
傷
性
脳
損
傷
向
け
に
適
応
症

開

発
対
象

を
広
げ
る
。
２
０
１
４
年
末
か
ら

年
初
め

こ
ろ
に
米
国
で
臨
床
試
験
フ
ェ
ー
ズ

／

ａ
を
開

始
。
２
年
程
度
か
け
て
安
全
性
と
有
効
性

Ｐ
Ｏ
Ｃ

を
確
認
す
る
。
並
行
し
、
日
本
で

年

月
末
に
施
行

さ
れ
る
改
正
薬
事
法
な
ど
の
環
境
整
備
の
状
況
を
見

て
、
日
本
で
も
臨
床
試
験
を
検
討
す
る
。

　
医
薬
品
販
売
業
務
受
託
機
関

Ｃ
Ｓ
Ｏ

各
社
が
高

い
技
能
を
持
つ
人
材
の
確
保
や
育
成
に
注
力
し
て
い

る
。
顧
客
の
製
薬
会
社
が
事
業
構
造
を
変
え
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
人
材
は
不
足

し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
持
ち
込
ま
れ
る
案
件

は
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
疾
患
領
域
で
の
教
育
や
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー

多
様
性

向
上
、
学
術
活
動
の
透
明

性
確
保
な
ど
幅
広
い
。
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
活
動
を
追
う
こ
と

で
、
製
薬
業
界
が
抱
え
る
課
題
や
解
決
策
の
一
端
が
見

え
て
く
る
。

斎
藤
弘
和

マ
ッ
ト
レ
ス
で
睡
眠
改
善
フ
ジ
医
療
器

外
傷
性
脳
損
傷
も
対
象

慢性期脳梗塞向け細胞医薬品
サ
ン
バ
イ
オ
、
適
応
拡
大

す
い
臓
が
ん
早
期
発
見
血
中
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
指
標
に
味
の
素

測
定
時
間
分
に
短
縮
免
疫
測
定
装
置
を
発
売
東
ソ
ー

高
度
人
材
確
保
Ｃ
Ｓ
Ｏ
が
注
力

特
定
疾
患
領
域
で
提
案
余
地
製
薬
企
業
の
事
業
環
境
変
化

　　 ２０１４年 平成２６年 １０月１６日 木曜日 　　 （ ）

若
い
人
の
目
標
に

　
▽

「
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
活
躍
を

し
て
頂
き
た
い
」
と
話
す
の

は
、
経
済
産
業
相
の
小
渕
優

子
さ
ん
。
日
本
病
院
会
や
サ

ノ
フ
ィ

東
京
都
新
宿
区

な
ど
が
主
催
す
る
、

歳
以

下
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
人
材
の
顕

彰
制
度
「
明
日
の
象
徴
」
の

受
賞
者
を
こ
う
祝
福
し
た
。

　
▽

「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
は

発
展

途
上
国
に
対

し
て
日
本
が
大
き
く
貢
献
で

き
る
分
野
」
と
き
っ
ぱ
り
。

経
産
省
と
し
て
も
、
日
本
式

の
医
療
を
海
外
へ
波
及
さ
せ

る
努
力
を
続
け

る
と
い
う
。

　
▽

「
こ
の

賞
が
若
い
皆
さ

ん
や
社
会
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
目

標
と
し
て
た
た
え
ら
れ
る
賞

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
。
優
秀
な
医
療
人
材
を

認
め
る
仕
組
み
が
充
実
し
て

ほ
し
い
と
願
う
。

が
ん
関
連
情
報
サ
イ
ト

患
者
家
族
向
け

コ
ー
ナ
ー
新
設

小
　野
　薬

　
小
野
薬
品
工
業
は
が
ん
関

連
情
報
サ
イ
ト
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
　

Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
」
内
に

一
般
向
け
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

し
た
。
同
サ
イ
ト
は
８
月
に

医
療
関
係
者
向
け
の
が
ん
情

報
サ
イ
ト
と
し
て
開
設
。
自

社
開
発
の
抗
が
ん
剤
「
オ
プ

ジ
ー
ボ

一
般
名
ニ
ボ
ル
マ

ブ

」
な
ど
の
説
明
に
加
え

て
、
が
ん
研
究
の
学
会
や
文

献
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て

き
た
。
オ
プ
ジ
ー
ボ
を
９
月

に
発
売
し
た
の
を
受
け
て
、

患
者
や
家
族
に
疾
患
情
報
を

伝
え
る
サ
イ
ト
を
設
置
し

た
。

　
オ
プ
ジ
ー
ボ
に
つ
い
て
の

わ
か
り
や
す
い
説
明
や
、
適

応
疾
患
の
メ
ラ
ノ
ー
マ

悪

性
黒
色
腫

の
解
説
な
ど
を

掲
載
。
患
者
が
前
向
き
に
治

療
に
取
り
組
め
る
よ
う
啓
発

活
動
を
進
め
る
。

　
東
ソ
ー
は
化
学
発
光
酵
素

免
疫
測
定
法
を
用
い
る
こ
と

で
測
定
時
間
を

分
に
短
縮

し
た
全
自
動
化
学
発
光
酵
素

免
疫
測
定
装
置
「
Ａ
Ｉ
Ａ
―

Ｃ
Ｌ
２
４
０
０
」
を
発
売
し

た
。
甲
状
腺
の
ホ
ル
モ
ン
量

を
測
定
す
る
専
用
試
薬
３
項

目
の
販
売
も
始
め
た
。
価
格

は
標
準
タ
イ
プ
で
２
４
８
０

万
円
。
免
疫
検
査
を
行
う
病

院
や
検
査
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

採
用
を
提
案
し
て
、
２
０
１

９
年
に

台
の
稼
働
を
見
込

む
。

　
蛍
光
酵
素
免
疫
測
定
法
を

用
い
た
従
来
機
「
Ａ
Ｉ
Ａ
―

２
０
０
０
」
に
比
べ
、
１
時

間
当
た
り
の
処
理
能
力
が

％
増
の
２
４
０
テ
ス
ト
に
増

加
。
測
定
時
間
も
４
分
短
い

分
に
な
っ
た
。
試
薬
架
設

数
も
最
大
で
同

％
増
の
１

２
８
０
テ
ス
ト
に
な
っ
た
ほ

か
、
測
定
に
必
要
な
検
体
量

も
従
来
の

―
１
０
０

か
ら
５

―

に
減

ら
せ
る
。
試
薬
搭
載
部
の
冷

蔵
機
能
も
備
え
た
。

　
同
装
置
は
抗
原
抗
体
反
応

を
用
い
て
ホ
ル
モ
ン
な
ど
生

体
内
の
微
量
成
分
を
全
自
動

で
迅
速
・
高
感
度
に
測
定
す

る
。
今
後
、
甲
状
腺
以
外
の

測
定
に
用
い
る
専
用
試
薬
の

品
ぞ
ろ
え
を
拡
充
し
て
い

く
。

　
米
国
で
の
臨
床
試
験
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

で
実
施

す
る
。
慢
性
期
脳
梗
塞
向
け

と
同
様
に
頭
蓋
骨
に
穴
を
開

け
て
投
与
す
る
形
態
の
た

め
、
フ
ェ
ー
ズ

と

ａ
を

連
続
し
て
実
施
す
る
。
自
社

で
Ｐ
Ｏ
Ｃ
を
確
認
次
第
、
外

部
の
製
薬
企
業
に
ラ
イ
セ
ン

ス
ア
ウ
ト
し
、
フ
ェ
ー
ズ

ｂ
以
降
は
共
同
開
発
す
る
。

　
米
国
で
の
開
発
を
先
行
さ

せ
る
が
、
日
本
で
の
展
開
も

並
行
し
て
検
討
す
る
。
日
本

の
改
正
薬
事
法
に
よ
り
認
め

ら
れ
る
、
再
生
医
療
製
品
に

一
定
の
条
件
を
付
け
て
仮
の

承
認
を
素
早
く
与
え
る
「
条

件
お
よ
び
期
限
付
承
認
制

度
」
を
活
用
す
る
考
え
。
サ

ン
バ
イ
オ
は
米
国
で
創
業
し

た
が
、
日
本
の
改
正
薬
事
法

や
再
生
医
療
新
法
に
よ
る
再

生
医
療
に
対
す
る
先
進
的
な

環
境
整
備
を
見
て
、

年
１

月
に
本
拠
を
日
本
に
移
し
た

経
緯
が
あ
る
。

　
「
Ｓ
Ｂ
６
２
３
」
は
健
常

人
の
骨
髄
液
を
採
取
し
培
養

加
工
し
て
脳
に
投
与
す
る
細

胞
医
薬
品
。
骨
髄
由
来
の
間

葉
系
幹
細
胞
が
神
経
の
再
生

を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
脳
機

能
を
復
活
さ
せ
る
。
慢
性
期

脳
梗
塞
向
け
の
開
発
が
最
も

進
ん
で
お
り
、
米
国
で
実
施

し
た
フ
ェ
ー
ズ

／

ａ
で

は
腕
が
上
が
ら
な
か
っ
た
患

者
が
腕
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
な
ど
の
結
果
を
発

表
。

年
９
月
に
は
大
日
本

住
友
製
薬
と
米
国
と
カ
ナ
ダ

に
お
け
る
共
同
開
発
と
発
売

後
の
独
占
販
売
権
の
契
約
を

結
ん
だ
。

　
慢
性
期
脳
梗
塞
と
外
傷
性

脳
損
傷
以
外
で
は
ド
ラ
イ
型

加
齢
黄
斑
変
性
、
網
膜
色
素

変
性
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

脊
髄
損
傷
で
の
非
臨
床
試
験

を
米
国
で
実
施
し
て
い
る
。

　
フ
ジ
医
療
器

大
阪
市
中

央
区
、
木
原
定
男
社
長
、
０

６
・
４
７
９
３
・
０
６
１

１

は
、
電
位
治
療
と
温
熱

治
療
を
同
時
搭
載
し
た
睡
眠

改
善
の
マ
ッ
ト
レ
ス
寝
具
型

家
庭
用
医
療
機
器
「
ウ
ェ
ル

ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
　
Ｈ
Ｅ
―
８

０
０
０
Ｂ
Ａ

写
真
」
を
発

売
し
た
。
２
種
類
の
治
療
方

法
で
筋
肉
の
こ
り
や
血
行
、

頭
痛
な
ど
の
体
調
を
改
善
し

て
眠
り
や
す
く
す
る
。
価
格

は

万
円

消
費
税
抜

き

。

　
温
熱
治
療
は
均
一
に
発
熱

す
る
線
面
状
ヒ
ー
タ
ー
を
用

い
、
こ
り
の
改
善
や
血
行
促

進
、
神
経
痛
の
緩
解
な
ど
を

行
う
。
電
位
治
療
は
身
体
周

辺
に
マ
イ
ナ
ス
電
位
を
発
生

さ
せ
て
頭
痛
な
ど
を
改
善
す

る
。
上
半
身
と
下
半
身
そ
れ

ぞ
れ
で
温
度
調
節
可
能
。
単

独
治
療
と
交
互
治
療
を
選
択

で
き
る
。

　
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
は
体
圧
分

散
効
果
や
通
気
性
、
耐
久
性

の
あ
る
、
東
洋
紡
の
「
ブ
レ

ス
エ
ア
ー
」
を
採
用
し
て
快

適
な
睡
眠
環
境
を
確
保
し

た
。
寸
法
は
幅
１
０
０
０

×
長
さ
２
０
０
０

×
厚
さ

。

　
味
の
素
は
大
阪
府
立
成
人

病
セ
ン
タ
ー
の
片
山
和
宏
副

院
長
ら
の
グ
ル
ー
プ
と
共
同

で
、
血
中
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
バ

ラ
ン
ス
を
指
標
と
し
た
、
す

い
臓
が
ん
の
早
期
発
見
技
術

を
開
発
し
た
。
す
い
臓
が
ん

は
早
期
段
階
で
は
自
覚
症
状

が
少
な
く
、
発
見
さ
れ
た
と

き
は
手
術
不
能
な
状
態
が
多

い
た
め
、
難
治
が
ん
で
知
ら

れ
て
い
る
。
手
術
が
可
能
な

早
期
が
ん
の
段
階
で
見
つ
け

る
こ
と
で
、
延
命
効
果
や
治

癒
が
期
待
で
き
る
。
味
の
素

で
は
成
果
を
も
と
に
今
後
、

事
業
化
を
検
討
す
る
。

　
研
究
で
は
複
数
の
人
間
ド

ッ
ク
か
ら
３
６
０
人
の
す
い

臓
が
ん
患
者
と
、
対
象
者
と

し
て
８
３
７
２
人
の
健
康
な

人
の
臨
床
症
例
を
集
め
、
血

中
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
バ
ラ
ン
ス

を
測
定
。
す
い
臓
が
ん
患
者

で
は
ア
ミ
ノ
酸
の
う
ち
、
セ

リ
ン
や
イ
ソ
ロ
イ
シ
ン
、
グ

リ
シ
ン
な
ど
が
有
意
に
変
化

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　
研
究
成
果
の
応
用
に
よ

り
、
血
液
だ
け
で
簡
便
検
査

が
行
え
る
こ
と
か
ら
、
す
い

臓
が
ん
を
早
期
発
見
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
味
の
素
は
血
中
ア
ミ
ノ

酸
濃
度
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
を

統
計
学
的
に
解
析
・
指
標
化

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
６

種
類
の
が
ん

胃
が
ん
、
肺

が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺

が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
・
卵

巣
が
ん

の
早
期
発
見
可
能

性
を
見
い
だ
し
て
き
た
。
す

い
臓
が
ん
が
こ
れ
に
加
わ

る
。

Ｃ
Ｓ
Ｏ
各
社
は
人

材
育
成
に
腐
心
し

て
い
る

ア
ポ
プ

ラ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
Ｍ
Ｒ
研
修
、

同
社
提
供

▲

　
「
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー

が
ん

領
域

を
知
ら
な
い
製
薬
会

社
の
研
修
担
当
者
を
当
社
で

教
育
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
が
あ
る
」
。
国
内
Ｃ
Ｓ

Ｏ
業
界
で
３
位
と
さ
れ
る
ア

ポ
プ
ラ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

東
京
都
中
央
区

の
阿
部

安
孝
社
長
は
こ
う
話
す
。
製

薬
企
業
の
教
育
体
制
が
事
業

環
境
の
変
化
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
と
の
指
摘
だ
。

　
製
薬
会
社
は
大
な
り
小
な

り
新
薬
の
特
許
切
れ
問
題
に

苦
し
ん
で
い
る
。
例
え
ば
糖

尿
病
薬
や
高
血
圧
薬
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
領
域
で
大
き

な
利
益
を
上
げ
て
い
た
が
、

特
許
切
れ
に
伴
う
後
発
薬
の

台
頭
で
収
益
が
低
下
。
そ
れ

を
補
う
大
型
薬
を
確
保
で
き

て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

そ
う
し
た
会
社
で
は
未
充
足

の
医
療
ニ
ー
ズ
が
多
い
と
目

さ
れ
る
が
ん
領
域
な
ど
の
強

化
を
図
っ
て
い
る
が
、
対
応

可
能
な
人
材
は
少
な
い
。
結

果
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｏ
に
よ
る
提

案
余
地
が
大
き
く
な
る
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
観

点
で
人
材
構
成
の
不
均
衡
を

正
そ
う
と
す
る
動
き
も
あ

る
。
国
内
で
Ｃ
Ｓ
Ｏ
２
位
の

イ
ン
ヴ
ェ
ン
テ
ィ

ヴ
・
ヘ
ル
ス
・
ジ

ャ
パ
ン

東
京
都

文
京
区

は
、
年

間
で
製
薬
会
社
へ

派
遣
す
る
女
性
管

理
職
候
補
者
の
数
を
２
０
１

７
年
に
従
来
比
３
倍
以
上
の

約
１
０
０
人
に
増
や
す
。
内

資
製
薬
企
業
１
４
９
社
に
限

る
と
女
性
管
理
職
が
い
る
の

は

社
で
、
総
数
も

人

年
３
月
末
時
点
、
Ｍ
Ｒ

認
定
セ
ン
タ
ー
調
べ

。
そ

の
一
方
で
若
手
の
女
性
の
医

薬
情
報
担
当
者

Ｍ
Ｒ

は

増
え
て
き
て
お
り
、
イ
ン
ヴ

ェ
ン
テ
ィ
ヴ
は
女
性
の
管
理

職
が
重
宝
さ
れ
る
と
み
て
い

る
。

　
学
術
情
報
に
精
通
し
た
専

門
職
で
あ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
・
リ
エ
ゾ
ン

Ｍ
Ｓ
Ｌ

の
募
集
に
注
力

す
る
の
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
国
内
首

位
の
ク
イ
ン
タ
イ
ル
ズ
・
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン

東
京
都
港
区

。
Ｍ

Ｓ
Ｌ
は
特
定
の
疾
患
領
域
で

深
い
知
見
や
影
響
力
を
持
つ

医
師
の
キ
ー
・
オ
ピ
ニ
オ
ン

・
リ
ー
ダ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｌ

と

会
い
、
医
薬
品
の
適
正
使
用

や
医
学
的
デ
ー
タ
の
収
集
な

ど
を
支
援
す
る
。
こ
れ
を

「
最
近
は
製
薬
会
社
の
一
員

と
し
て
で
は
な
く
、
ク
イ
ン

タ
イ
ル
ズ
の
名
前
で
行
っ
て

く
れ
と
の
要
望
が
増
え
て
き

た
」

清
水
昇
社
長

。

　
背
景
に
は
透
明
性
向
上
に

関
す
る
要
求
が
あ
る
。
昨
今

は
日
本
で
製
薬
企
業
が
医
師

主
導
臨
床
研
究
へ
不
適
切
な

関
与
を
し
て
い
た
事
例
が
相

次
い
で
発
覚
。
「
科
学
的
な

活
動
と
セ
ー
ル
ス
の
分
離
を

徹
底
せ
よ
、
と
の
流
れ
に
な

っ
て
き
て
い
る
」

同

。

中
立
性
を
確
保
す
る
一
つ
の

手
段
と
し
て
、
第
三
者
で
あ

る
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
頼
る
例
が
増
え

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｏ
各
社
は
も
と
も
と

医
療
業
界
未
経
験
者
に
Ｍ
Ｒ

資
格
を
取
得
さ
せ
、
契
約
Ｍ

Ｒ
と
し
て
製
薬
企
業
へ
送
り

込
む
事
業
を
主
力
と
し
て
き

た
。
そ
う
し
た
採
用
・
育
成

ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
し
、
高
度

人
材
の
増
加
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
か
。
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
柔
軟
性
を
増
す
好

機
が
来
た
と
も
言
え
そ
う

だ
。


